












先天性甲状腺機能異常には種々な病型があり,その原因もさまざまである。したがって，そ

の予防を期するためには,それぞれの原因・誘因あるいはリスクファクターを検索し,それ

に基づく早期発見,対策・治療を行わなければならない。そこで本年度の研究では,一つは

先天性甲状腺形成障害の遺伝的背景を追求するため,臨床例での HLA 検索を行った。他方,

視床下部・下垂体・甲状腺系機能異常のモデル実験の一つとして,新生ラットにおける TRH

連続投与の動物実験を行った。 


